
離島部、半島部の防護措置の方針検討

 女川町、石巻市は避難計画で離島、半島（PAZ内を除く）を、PAZと同様の防護措置をとる「PAZに準じ
た防護対策を実施する区域」と位置づけている。

 当該地域は、地理的特徴や東日本大震災の被災実績も踏まえ、防護措置の具体化、充実化を諮る
必要がある。
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市町避難計画における離島、半島の位置づけ市町避難計画における離島、半島の位置づけ

東日本大震災における半島部の道路被災状況
（石巻市提供資料）
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※人口 女川町 PAZ：714人、PAZに準じた区域： 57人（平成２８年１０月３１日 出典：女川町広域避難計画）
石巻市 PAZ：634人、PAZに準じた区域：2,625人（平成２８年１０月３１日 出典：石巻市広域避難計画）

資料１

2

離島、半島の防護措置（市町避難計画の避難の考え方）

 女川町、石巻市は避難計画において、陸路避難ができない場合を想定し、海路、空路の避難方法も
記載している。

避難計画における離島、半島の避難の考え方（原子力災害時における石巻市広域避難計画）

他地域の事例を参考に、避難計画の具体化を進める。



離島の防護対策の検討（玄海地域を例に検討）

3

 万が一に備え、放射線防護対策施設等への屋内退避も想定するなど、具体的な防護措置を検討。

玄海地域の緊急時対応における離島部の避難フロー

4

・船舶避難をする場合の受入れ港の明確化（定期航路以外の代替港検討）
・船舶、ヘリ等の避難手段の確保（関係機関との協定）
・屋内退避施設（放射線防護対策施設含む）の確保、備蓄資機材の整備

離島の防護対策の検討（今後検討すべき事項）

玄海地域の緊急時対応における離島部の防護措置の具体化



半島の防護対策の検討（伊方地域を例に検討）

5

 発電所や周辺の道路・港湾等の状況に応じ、多様な対応（陸路避難、海路避難、空路避難、屋内退
避）を準備。

伊方地域の緊急時対応における半島部のケース分け

6

半島の防護対策の検討（今後検討すべき事項）

・想定される状況の具体化
・各ケースでの避難手段の確保（バス、船舶、ヘリ等について、関係機関との協定締結）
・船舶避難をする場合の受入れ港の明確化（定期航路以外の代替港検討）
・屋内退避施設（放射線防護対策施設含む）の確保、備蓄資機材の整備

伊方地域の緊急時対応における半島部の防護措置の具体化
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